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平成 26 年度（2014 年度）に文部科学省の「スーパーグローバル大学創生支援事業（Top 
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る人は増えたのに、ビジネスで通用しない社員が増えた」（2016 年 12 月『商社の英語』週刊
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は 2 回のインタビューを行い、その合計時間は、8 時間以上に及んだ。インタビュー実施後
には面談を１度行い、またメールなどで内容の裏付けや追加質問をするなどのフォローアッ
プも行った。 
１回目のインタビュー（2012 年 2 月 28 日実施）を基に、Ｋ氏の外国語学習に関連する履
歴や体験事項を一覧にまとめたものが、資料１である。Ｋ氏は中学校と高校の 6 年間と大学
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で 4 年間英語を学び、国内で 1 年間の留学準備期間を経て、シドニーで 1 年間学部に留学し
た後、シドニーの大学院を 2 年間で修了した。Ｋ氏は、日本国内でも多くの外国人と触れ合
う機会を持つ一方で、中学校の期間に学んだ基礎力を土台として、中学校卒業時に英語検定
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Though we are repeatedly told that we need to produce more specialists in 
STEM (Science, Technology, Engineering and Math), the best education 
suited to our age is a well-rounded, liberal education in natural science and 
the humanities. Looking backward to Ancient Greece, we introduce and 
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explain the history of liberal arts education. The model of that form of 
education, adapted to the demands of the modern world, can be found at St. 
John’s College, which requires a general education in the tradition of 
Western great books. That education cultivates the habits of virtue, of 
discussion, of translation, writing, experimentation, mathematical 
demonstration, and musical analysis to train students to become highly 
adaptable, creative thinkers around complex problems.    
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資料１：Ｋ氏の外国語習得に関する履歴（2012. 2. 28 インタビュー実施）    
＜年齢＞    ＜所属＞   ＜外国語習得に関する詳細項目＞                  
              幼稚園     東京の外国人が多い地域に住む。近所の駐在員の家族と
交流。サムエル幼稚園に通う。日本人主体だが、外国人の
園児が多い。日頃から英語を耳にする。 














通わない。卒業の頃に英検 1 級取得。 
16 歳           高校      都立の自由な学校を受験し、入学。中２でホームステイ
が終わり、中学校の厳しい授業もなくなる。簡単な授業に
退屈する。英語力は維持しないといけないものだと気づく。
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19 歳           大学       海外の大学に行くことについて父親の反対もあり、Ｎ大
学商学部に入学。ゼミを選択する代わりに、英語コースを
取る。1、2 年は必修科目の外国語として英語を選択。3、
4 年は週に 2、3 回、専門の内容の英語をアメリカ人と日
本人の先生から学ぶ。英語の資料を読み、英語でディス
















25 歳     大学院     シドニーの大学院に進学。現地の人と同じレベルで金融 
               等を学ぶ。1 日 30 冊の本の内容を読み取る技術を身に 
               付ける。毎週リサーチしたテーマについて論文を書く。 
               テストや論文は割と良い。社会経験に基づいたケースに 
               ついてのプレゼンテーションが苦痛。2 年かけて修士課 
                              程を修了。 
27 歳          就職      台湾の製造業の会社に就職。本社からすぐにタイに赴任。 







35 歳  インタビュー実施時  厚生労働省の人材育成プログラム作りを経て、NEC 等の
企業コンサルティング顧問。中国政府の随行員。台湾や海外
の電子部品の輸入代理業務も手がける。 
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7） St. John’s College（Annapolis, MD, USA）の教養教育カリキュラムにおける読書リス
トhttps://www.sjc.edu/academic-programs/undergraduate/great-books-reading-list
（2019年2月27日アクセス） 
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